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平成13年度決算の特集   1・2・3面 
消防団が年末特別警戒を実施 3面 
常磐苑で大正琴教室 3面 
年末年始の「ごみ・し尿」収集 4面 
合併のアンケートまとまる 4面 
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広報きょうたなべは、古紙配合率100％
再生紙と大豆油インクを使用しています

男  28，576人（+51） 

平成14年12月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  29，339人（+31） 
合計  57，915人（+82） 

世帯数  21，134世帯（+67） 

会 計 区 分  

合 計  

一 般 会 計  

1,344,549 （14,976） 
14,976

65,398

35,402,126 （728,886） 
233,998

2,506,086 （0） 
0

24,210,49824,923,266 （712,768） 
227,251 

43,91543,944

22,214

3,633,482

2,863,187

歳 出  実質収支額 歳 入  

介 護 保 険  

農業集落排水事業 

公共下水道事業 

松 井 財 産 区  

休日応急診療所 

老 人 保 健  

特

別

会

計

 

国民健康保険 

■各会計の収支状況 （　）内は差引額　   単位：千円 

1,329,573

55,477

34,673,241

2,506,086

21,814

3,648,335

2,857,543

（29） 
29 

（△14,853） 
△14,853 
（5,644） 
5,644 
（401） 
401 

（9,921） 
550 

※本表は各項目において表示単位未満を四捨五入したもの 
で、合計に一致しない場合があります。 

財
政
状
況

財
政
状
況
を
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開
公
開
し
ま
す 

財
政
状
況

財
政
状
況
を
公
開
公
開
し
ま
す 

財
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状
況

財
政
状
況
を
公
開
公
開
し
ま
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財
政
状
況
を
公
開
し
ま
す 

昨
年
度
、
京
田
辺
市
に
は
ど
こ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
入
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
…
…
平
成
１３

年
度
決
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
般
会
計
と
老
人
保
健
特
別
会
計
を
除
く
６
つ
の
特
別
会
計
は
黒
字
で
す
が
、

依
然
厳
し
い
台
所
事
情
が
続
く
な
か
で
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
効
率
的
に
活
用
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
や
だ
れ
も
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
多
く
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
が
２
４
９
億
２
千
３
２
６
万

６
千
円
に
対
し
、
歳
出
は
２
４

２
億
１
千
４９
万
８
千
円
。
こ
の

う
ち
次
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
４
億
８
千
５
５
１
万
６
千

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

２
億
２
千
７
２
５
万
１
千
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
の
決
算
も

下
表
の
と
お
り
で
す
。
老
人
保

健
特
別
会
計
を
除
き
、
全
て
の

会
計
（
松
井
財
産
区
・
国
民
健

康
保
険
・
休
日
応
急
診
療
所
・

公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落

排
水
事
業
・
介
護
保
険
）
で
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
水
道
事
業
会
計
は
３
面
に
、

平
成
１３
年
度
の
主
な
事
業
の
あ

ら
ま
し
は
２
・
３
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
）

１３
年
度
の
決
算
ま
と
ま
る

一
般
会
計
は
２
億
２７２５
万
１
千
円
の
黒
字

う
る
お
い
の
あ
る
快
適
な
生

活
環
境
を
作
り
、
緑
豊
か
な
リ

サ
イ
ク
ル
都
市
を
築
く
に
は
、

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
一

層
進
め
、
ご
み
を
資
源
と
し
て

再
生
利
用
す
る
こ
と
で
「
循
環

型
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
」
へ
転

換
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
で
は
、

「
く
ら
し
と
ご
み
」
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

今
月
号
は
「
ご
み
の
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
」
に
つ
い
て
で
す
。

問
合
せ
先
＝
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
甘
南
備
園
（
�
６２
・
４
３

２
８
）

ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み

近
年
、
産
業
経
済
の
進
展
や

生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
ご
み

量
の
増
加
・
ご
み
焼
却
時
の
二

酸
化
炭
素
の
発
生
・
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
対
策
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
量
生
産
・

消
費
・
廃
棄
型
の
社
会
か
ら
循

環
型
社
会
へ
の
変
革
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
ご
み
の
減
量
・
循

環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、

ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
や
３

Ｒ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ご

み
を
減
ら
し
、
資
源
の
有

効
利
用
を
進
め
る
た
め
、
次
の

取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

く
ら
し
と
ご
み
②

く
ら
し
と
ご
み
②
 

く
ら
し
と
ご
み
②

循環型社会の構築へ 循環型社会の構築へ 循環型社会の構築へ 循環型社会の構築へ 

リ
デ
ュ
ー
ス

①
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を

利
用
し
、
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な

い
②
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
過
大
な

包
装
を
断
る

③
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
な
ど

は
、
詰
め
替
え
パ
ッ
ク
を
買
う

リ
ユ
ー
ス

①
自
分
が
不
用
と
な
っ
て
も

必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
使
っ
て
く
れ
る
人
を
探
し

た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

を
利
用
す
る

②
修
理
で
き
る
も
の
は
修
理

し
、
買
い
替
え
を
控
え
る

リ
サ
イ
ク
ル

①
分
別
収
集
を
守
る

②
古
紙
・
古
着
な
ど
は
、
地

域
の
集
団
回
収
を
利
用
す
る

③
ト
レ
イ
や
紙
パ
ッ
ク
は
、

ス
ー
パ
ー
や
回
収
箱
を
利
用
す

る

大
盛
況
だ
っ
た

リ
ユ
ー
ス
フ
エ
ア

１１
月
１７
日
、
ご
み
減
量
化
推

進
委
員
会
は
同
志
社
大
学
郡
嶌

ゼ
ミ
と
共
催
で
「
リ
ユ
ー
ス

フ
ェ
ア
」
を
開
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
開
始
と
同
時
に
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
家
具
や
電
化
製
品
・

昨
年
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

平
成
１３
年
中
に
市
内
で
行
わ

れ
た
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
量
と
は
、
ビ

ン
・
カ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

地
域
の
集
団
回
収
で
集
め
ら
れ

た
古
紙
な
ど
の
量
の
こ
と
で

す
。ごみのリサイクル率 

ごみの総排出量 

焼却処理量 

20,864トン 

リサイクル量 

18,116トン 

2,536トン 

86.8％ 

12.2％ 

埋立処理量 

割合 

1.0％ 212トン 

食
器
な
ど
約
３
５
０
点
を
ほ
ぼ

完
売
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
好

評
で
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
み

な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

3 つ の Ｒ  

リサイクル 
Ｒｅｃｙｃｌｅ 

リユース 
Ｒｅｕｓｅ 

リデュース 
Ｒｅｄｕｃｅ 

再利用する 

繰り返し使う 

ごみを減らす 

11月17日に行われたリユースフェア（市役所前）

ごみ減量と資源の有効利用を進める

3Ｒ
を
実
践
し
よ
う

を
実
践
し
よ
う 

3Ｒ
を
実
践
し
よ
う 

掘
り
た
て
の
大
根
を
持
ち
上
げ
る
園
児
た
ち
（
薪
幼
稚
園
）

１２
月
６
日
に
薪
幼
稚
園
で
大
根
の
収
穫
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
根
は
園
児
た
ち
が
、
９
月
か
ら
種

ま
き
や
苗
の
間
引
き
・
水
や
り
な
ど
手
塩
に
か
け

育
て
て
き
た
も
の
。
収
穫
し
た
大
根
は
、
早
速

「
お
で
ん
」
や
「
サ
ラ
ダ
」
に
料
理
し
、
園
児
み

ん
な
で
味
わ
い
ま
し
た
。

「
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
お
う
」
と
行
わ
れ
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
の
恒
例
行
事
。
当
日
は
５

歳
児
３４
人
が
園
庭
内
の
畑
に
集
ま
り
、
長
さ
約
４０

�
に
成
長
し
た
大
根
約
４０
本
を
、
力
一
杯
引
き
お

こ
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、「
よ
い
っ
し
ょ
、
よ
い
っ
し
ょ
」

「
こ
の
大
根
、
長
い
」「
美
味
し
そ
う
」
な
ど
と
話

し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
大
根
の
収
穫
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
で
ん
や
サ
ラ
ダ
に
し
て
味
わ
う

薪幼稚園

手
塩
に
か
け
た
大
根
を
収
穫

手
塩
に
か
け
た
大
根
を
収
穫 

手
塩
に
か
け
た
大
根
を
収
穫 
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 2 ＞

なやみごとなやみごと（人権（人権・行政）行政）相談相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室または 
　　　　　　　　  中央公民館会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター） 

いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 
？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

た
か
が
肩
こ
り
、
さ
れ
ど
肩
こ

り
…
。
肩
に
ず
っ
し
り
重
〜
い
鉛

が
乗
っ
て
る
み
た
い
で
辛
い
で
す

ね
。

こ
の
本
は
、「
シ
ニ
ア
世
代
の
心
も
体
も

す
っ
き
り
体
操
」
シ
リ
ー
ズ
（
全
６
巻
）
の
う

ち
の
１
冊
で
、
シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
に
、
ひ
と

つ
の
体
操
を
見
開
き
１
ペ
ー
ジ
ず
つ
、
大
き
な

活
字
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ど
れ
も
簡
単
に
で
き
る
体
操
で
、
効
き
目
や

ポ
イ
ン
ト
が
短
い
言
葉
で
わ
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
て
い
る
の
で
、
シ
ニ
ア
世
代
の
あ
な
た
に

ぴ
っ
た
り
！
。
ミ
ド
ル
世
代
ま
で
の
人
の
た
め

に
も
ア
ド
バ
イ
ス
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
シ

ニ
ア
世
代
で
は
な
い
あ
な
た
に
だ
っ
て
Ｏ
Ｋ
で

す
。こ

の
本
を
参
考
に
、
憂
う
つ
で
い
や
〜
な
肩

こ
り
か
ら
解
放
さ
れ
て
、「
心
も
体
も
す
っ
き

り
」
し
ま
せ
ん
か
？
。

「
ひ
と
り
で
で
き
る
み
ん
な
と
楽
し

む
シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の
心
も
体

も
す
っ
き
り
肩
こ
り
体
操
」

余
暇
問
題
研
究
所
著
　
高
橋
和

敏
・
山
崎
律
子
編
／
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房

１月の移動図書館『かんなび号』巡回表 

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）・
中部分室（中部住民センター内）で借りられた本
も、移動図書館で返すことができます。 
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共通
して使えます。 
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご利
用ください。 

 新興戸 

興 戸  
水 取  

普賢寺 

多々羅 
天 王  
高 船  

打 田  
松 井  

健康村 

 

出垣内 
宮ノ口 
江 津  
山 本  

高 木  
南山東 

飯 岡  

3：40～4：10

4：20～4：50

3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
2：40～3：10

3：30～4：00

2：20～2：50
3：00～3：30
3：40～4：10
4：20～4：50

3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50

新興戸田中建設北50m
興戸公民館西200m
水取コミュニティセンター横 
普賢寺公民館前 
多々羅公民館西側空地 
天王バス停前 
高船農産加工センター前 
打田構造改善センター前 
松井児童公園北東50m

三山木小学校北側空地 
白山神社横 
江津公民館前 
山本出荷場精米所前 
高木公民館前 
南山児童公園 
飯岡バス停前 

火

曜

日

 

水

曜

日

 

木

曜

日

 

お

知

ら

せ

 

薪水取公園前 

17 
� 

7

8

15

16

9

巡回日 曜日 地区名 巡回時間 駐車場所 

限
ら
れ
た
財
源
財
源
を
効
率
的

効
率
的
に
活
用
活
用 
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
活
用 

歳
入
歳
入 

歳
入 

歳
出 

平
成
１３
年
度
一
般
会
計
の
歳

入
は
、
１２
年
度
よ
り
１４
億
８
８

７
万
３
千
円
（
対
前
年
度
比

６
・
０
�
）
増
え
、
２
４
９
億

２
千
３
２
６
万
６
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

全
収
入
の
３３
・
６
�
を
占
め

る
市
税
収
入
は
８３
億
７
千
１
７

２
万
８
千
円
で
、
前
年
度
よ
り

２
億
２
千
６
２
３
万
１
千
円

（
同
２
・
８
�
）
増
え
ま
し
た
。

市
税
収
入
の
主
な
も
の
は
、

市
民
税
が
３７
億
１
千
４
８
３
万

６
千
円
（
同
０
・
３
�
減
）、

固
定
資
産
税
が
３６
億
４
千
４１
万

６
千
円
（
同
５
・
４
�
増
）、

都
市
計
画
税
が
６
億
６
千
９
９

０
万
６
千
円
（
同
７
・
３
�

増
）、
市
た
ば
こ
税
が
２
億
８

千
１２
万
７
千
円
（
同
０
・
７
�

増
）
で
す
。

市
税
以
外
の
主
な
収
入
で
は

地
方
交
付
税
が
２９
億
２
千
６
６

２
万
８
千
円
（
同
１２
・
５
�

減
）、
国
か
ら
の
支
出
金
が
２７

億
９
千
９
５
４
万
５
千
円
（
同

０
・
６
�
増
）、
府
か
ら
の
支

出
金
が
１２
億
２
千
３
０
４
万
２

千
円
（
同
５
・
８
�
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

国
な
ど
か
ら
事
業
資
金
と
し

て
長
期
融
資
を
受
け
た
市
債
は

４０
億
３
千
２
４
０
万
円
（
同

３４
・
４
�
増
）
で
す
。

府支出金 
1,223,042千円 
4.9%

地方交付税 
2,926,628千円 

11.7%

国庫支出金 
2,799,545千円 
11.2%

地方譲与税 
186,235千円　0.7%
利子割交付金 
376,365千円　1.5%
ゴルフ場利用税交付金 
24,663千円　0.1%
自動車取得税交付金 
150,005千円　0.6%
国有提供施設等所在 
市町村助成交付金 
13,650千円　0.1%
交通安全対策特別交付金 
11,144千円　0.1%
特別地方消費税交付金 
450千円　0.0%

地方消費税交付金 
477,005千円　1.9%

地方特例交付金 
315,409千円　1.3%

諸収入 
634,012千円 
2.5%

繰越金 
1,172,807千円 
4.7%

寄附金 
421,040千円 
　　　1.7%

繰入金 
788,023千円 
　　　3.2%

財産収入 
358,921千円 
　　　1.4%

分担金及び負担金 
214,081千円　0.9%

使用料及び手数料 
426,113千円　1.7%

※本表は各項目において 
表示単位未満を四捨五入 
したもので、合計に一致 
しない場合があります。 

＜歳入の状況＞ 

市 

で 

の 

収 

徴 

ど な 

市 

で 

の 

収 

徴 

ど な 

市債 
4,032,400千円 

16.2%

市税 
　 8,371,728千円 
　　　33.6%

国 ・ 
府 
か 
ら 
の 
交 

付 

国 ・ 
府 
か 
ら 
の 
交 

付 

平成13年度 
歳入決算額 
24,923,266千円 

歳
入 

歳
出
歳
出 
歳
出 

歳
出
は
２
４
２
億
１
千
４９
万

８
千
円
で
１２
年
度
よ
り
１８
億
６

千
８
９
１
万
２
千
円
（
対
前
年

度
比
８
・
４
�
）
増
え
ま
し
た
。

主
な
歳
出
は
、
都
市
基
盤
整

備
な
ど
の
投
資
的
経
費
が
８５
億

５
千
１
万
５
千
円
で
支
出
全
体

の
３５
・
３
�
を
占
め
て
い
ま

す
。
消
費
的
経
費
の
う
ち
人
件

費
は
５４
億
１
千
６
１
９
万
６
千

円
（
全
支
出
の
２２
・
４
�
）、

備
品
購
入
や
管
理
運
営
な
ど
の

物
件
費
が
２３
億
８
千
４
０
６
万

７
千
円
（
同
９
・
８
�
）。

こ
の
ほ
か
、
地
方
債
の
元
金

償
還
金
や
利
子
な
ど
の
支
払
い

に
要
す
る
経
費
と
な
る
公
債
費

が
２６
億
９
千
６
３
６
万
１
千
円

（
同
１１
・
１
�
）、
各
種
積
立
金

が
６
億
８
千
４
１
９
万
１
千
円

（
同
２
・
８
�
）
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
１３
年
度
に
行
っ
た
主
な

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※本表は各項目において表示単位未満を四捨五入 
したもので、合計に一致しない場合があります。 

＜歳出の状況＞ 

議会費 
205,997千円　0.9%

労働費 
17,687千円　0.1%

商工費 
66,357千円　0.3%

諸支出金 
373千円　0.0%

総務費総務費 
2,496,205千円千円 
10.3%

民生費民生費 
4,141,865千円千円 
17.1%

衛生費衛生費 
2,187,499千円千円 
　　　　9.0%

農林水産業費 
510,618千円　2.1%

土木費土木費 
8,171,357千円千円 
33.8%

消防費 
1,046,932千円 
4.3%

教育費教育費 
2,669,247千円千円 

11.0%

公債費公債費 
2,696,361千円千円 

11.1%

総務費 
2,496,205千円 
10.3%

民生費 
4,141,865千円 
17.1%

衛生費 
2,187,499千円 
　　9.0%土木費 

8,171,357千円 
33.8%

教育費 
2,669,247千円 

11.0%

公債費 
2,696,361千円 

11.1%

平成13年度 
歳出決算額 
24,210,498千円 

歳出総額を1万円に換算すると… （円） 
科 目  

総 務 費  

そ の 他  

27

1,114

85

432

3,375

1,103

7

1,031

13年度 

211

904

1,711

商 工 費  

0

労 働 費  

土 木 費  

民 生 費  

農林水産業費 

衛 生 費  

議 会 費  

消 防 費  

公 債 費  

教 育 費  

278

104

2,384

557

51

9

11年度 

1,053

1,931

1,574

1,103

909

29

1,161

94

522

2,883

1,011

8

1,249

12年度 

257

1,163

1,623

047

0

50

100

150

200

250

11年度 12年度 13年度 （億円） 

一般会計歳出決算額の推移 

2
0
0

2
0
0
億
9
4
3
7

9
4
3
7
万
２
千
円

万
２
千
円
 

2
2
3

2
2
3
億
4
1
5
8

4
1
5
8
万
６
千
円

万
６
千
円
 

2
４
２
億
１
０
４
９
万
８
千
円

４
２
億
１
０
４
９
万
８
千
円
 

2
0
0
億
9
4
3
7
万
２
千
円
 

2
2
3
億
4
1
5
8
万
６
千
円
 

2
４
２
億
１
０
４
９
万
８
千
円
 

個性ある住みよい街に 個性ある住みよい街に 

水
道
事
業
は
、
給
水
人
口
の

増
加
と
生
活
様
式
の
多
様
化
に

対
応
し
、
よ
り
安
定
し
た
給
水

事
業
を
進
め
よ
う
と
、
薪
浄
水

場
内
に
府
営
水
道
水
を
受
け
る

分
水
点
施
設
設
置
工
事
に
着
手

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
送

配
水
管
の
整
備
を
計
画
的
に
行

う
た
め
の
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
進
め
ま
し
た
。

水
道
事
業
の
経
営
内
容
な
ど

に
つ
い
て
、
多
く
の
意
見
や
要

望
・
指
摘
を
提
言
し
て
頂
こ
う

と
、
１３
年
４
月
に
水
道
事
業
経

中
央
図
書
館
＝
�
６５
・
２
５
０
０
 

新
し
い
本
の
紹
介

新
し
い
本
の
紹
介 

新
し
い
本
の
紹
介 

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

寒
さ
か
ら

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

水
泳
レ
ッ
ス
ン

開
催
日
＝
平
成
１５
年
２
月
３

日
�
・
８
日
�
・
１７
日
�
・
２１

日
�時

間
＝
▼
２
月
３
日
・
１７
日

�
・
２１
日
�
…
午
前
１０
時
〜
１０

時
２０
分
、
１０
時
２５
分
〜
１０
時
４５

分
、
１０
時
５０
分
〜
１１
時
１０
分
▼

２
月
８
日
�
…
午
後
２
時
〜
２

時
２０
分
、
２
時
２５
分
〜
２
時
４５

分
、
２
時
５０
分
〜
３
時
１０
分

定
員
＝
各
ク
ラ
ス
先
着
１
人

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
の
人

申
込
方
法
＝
田
辺
公
園
プ
ー

ル
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
同
プ
ー

ル
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
＝
平
成
１５
年
１
月

常
磐
苑
で
大
正
琴

習
い
ま
せ
ん
か

市
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

常
磐
苑
で
大
正
琴
教
室
を
開
き

ま
す
。

開
催
日
＝
毎
週
水
曜
日

時
間
＝
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
＝
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

常
磐
苑

参
加
費
＝
無
料

定
員
＝
先
着
１０
人

申
込
・
問
合
せ
先
＝
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
常
磐
苑
（
�
６２
・

３
６
４
３
）

正
月
３
日
に
初
登
り

文
化
協
会
は
、
新
春
甘
南
備

山
初
登
り
（
後
援
＝
教
育
委
員

会
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
平
成
１５
年
１
月
３
日

�
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
（
小

雨
決
行
）

集
合
場
所
・
出
発
時
間
＝
▼

京
田
辺
駅
前
・
午
前
８
時
３０
分

▼
薪
小
学
校
校
門
・
午
前
９
時

参
加
費
＝
無
料
（
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
）

問
合
せ
先
＝
文
化
協
会
事
務

局
（
社
会
教
育
課
内
、
�
６４
・

１
３
９
３
）

消
防
団
が
年
末

特
別
警
戒
を
実
施

消
防
団
は
、
１２
月
２７
日
�
か

ら
３０
日
�
ま
で
、
年
末
特
別
警

戒
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
年
末
の
あ
わ
た
だ

し
い
日
々
か
ら
火
災
の
発
生
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、「
市
民
の

み
な
さ
ん
が
よ
い
年
を
送
り
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
新
し
い
年

５
日
�
か
ら
受
講
希
望
日
の
２

日
前
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
公

園
プ
ー
ル
（
�
６５
・
３
１
１
３
）

を
迎
え
て
い
た
だ
く
よ
う
に
」

と
の
願
い
か
ら
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

期
間
中
、
午
後
９
時
か
ら
翌

日
の
午
前
１
時
ま
で
防
火
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
警
戒
体
制
を

強
化
。
も
し
も
の
時
に
備
え
ま

す
。ま

た
、
消
防
署
も
２１
日
�
か

ら
２６
日
�
ま
で
年
末
警
戒
を
行

い
、
市
民
が
安
全
で
快
適
な
暮

ら
し
が
送
れ
る
よ
う
、
万
全
を

期
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
（
�

６３
・
１
１
２
５
）

１２
月
５
日
の
市
議
会
定
例
会

で
議
会
は
、
人
権
擁
護
委
員
に

大
鉢
美
智
子
さ
ん
（
５７
）
＝
三

山
木
七
瀬
川
を
適
任
と
し
ま
し

た
。

市
は
こ
れ
を
受
け
て
、
同
氏

を
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と

し
て
、
法
務
大
臣
に
推
せ
ん
し

ま
す
。

大
鉢
美
智
子
氏
を
推
せ
ん

人
権
擁
護
委
員
に

総
務
費

総
務
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費

民
生
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費

衛
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費

労
働
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費

消
防
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費

商
工
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費

土
木
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費

教
育
費 

教
育
費 

◇
個
人
情
報
保
護
懇
話
会
か

ら
の
提
言
を
受
け
、「
京
田
辺

市
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制

定
し
た

◇
大
住
工
業
専
用
地
域
拡
大

に
伴
う
市
街
化
区
域
編
入
に
向

け
、
土
地
利
用
計
画
の
作
成
や

整
備
計
画
の
確
立
・
立
地
ニ
ー

ズ
の
調
査
な
ど
を
し
た

◇
防
犯
灯
へ
の
電
気
代
補
助

や
交
通
安
全
灯
・
バ
ス
待
合
所

上
屋
の
新
設
な
ど
防
犯
・
交
通

安
全
施
設
の
整
備
を
行
っ
た

◇
地
域
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い

る
社
会
福
祉
協
議
会
に
補
助
す

る
と
と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
を
は
じ
め
各
種

事
業
を
強
化
す
る
た
め
支
援
を

行
っ
た

◇
北
部
地
域
で
高
齢
者
の
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
拠
点
と
し
て

の
北
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
向
け
、
調
査
・
測
量
・

設
計
の
委
託
を
し
た

◇
乳
幼
児
の
健
康
保
持
の
た

め
、
医
療
費
の
助
成
を
行
い
、

乳
幼
児
福
祉
の
向
上
に
努
め
た

◇
市
民
に
人
権
問
題
に
対
す

る
正
し
い
認
識
を
広
め
よ
う
と

研
修
会
を
行
い
、
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
図
っ
た

◇
各
種
健
康
診
査
や
検
診
・

予
防
接
種
・
健
康
相
談
な
ど
を

行
っ
た

◇
５
・
９
月
に
環
境
美
化
に

対
す
る
市
民
の
意
識
高
揚
を
図

ろ
う
と
市
民
一
斉
清
掃
を
行
っ

た
◇
家
庭
用
生
ご
み
自
家
処
理

容
器
設
置
費
の
補
助
や
再
生
資

源
を
回
収
す
る
団
体
へ
補
助
し

た
◇
自
転
車
な
ど
の
駐
輪
秩
序

を
確
立
す
る
た
め
自
転
車
駐
輪

場
を
管
理
・
運
営
し
、
市
民
の

利
便
を
図
っ
た

◇
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
内

の
自
転
車
撤
去
を
行
い
、
交
通

の
円
滑
化
と
環
境
整
備
を
行
っ

た
◇
資
材
・
苗
な
ど
の
共
同
購

入
や
施
設
園
芸
の
推
進
に
対
し

て
補
助
を
行
い
、
本
市
特
産
の

ナ
ス
・
茶
の
生
産
技
術
お
よ
び

品
質
向
上
を
図
っ
た

◇
大
住
地
区
で
新
し
い
地
域

農
業
の
仕
組
み
を
確
立
す
る
た

め
、
大
型
農
業
機
械
を
導
入
し
、

水
稲
の
作
業
受
委
託
組
織
の
活

動
強
化
を
し
た

◇
消
費
者
被
害
の
拡
大
防
止

や
未
然
防
止
の
た
め
、
毎
週
２

回
消
費
生
活
相
談
を
開
設
し
、

相
談
・
苦
情
の
解
決
に
努
め
た

◇
観
光
情
報
を
提
供
し
よ
う

と
京
田
辺
駅
の
改
札
前
に
案
内

板
を
設
置
し
た

◇
市
民
の
通
行
・
交
通
の
安

全
確
保
を
し
よ
う
と
市
道
の
整

備
・
改
良
・
補
修
・
除
草
・
街

路
樹
の
せ
ん
定
を
行
っ
た

◇
三
山
木
地
区
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
で
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市

線
の
高
架
化
工
事
が
完
成
し
、

３
月
か
ら
使
用
を
始
め
た

◇
京
田
辺
駅
自
由
通
路
・
駅

舎
橋
上
化
整
備
事
業
、
片
町
線

高
速
化
・
輸
送
力
増
強
整
備
事

業
が
完
成
し
た

◇
田
辺
公
園
（
仮
称
）
花
見

山
の
整
備
を
進
め
た

◇
自
力
避
難
困
難
者
宅
へ
防

火
訪
問
指
導
や
煙
感
知
器
を
設

置
し
、
火
災
の
早
期
発
見
に
努

め
た◇

市
民
の
安
全
確
保
と
防

火
・
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を

図
る
た
め
、
消
防
団
の
警
防
技

術
の
向
上
な
ど
を
目
指
し
て
各

種
訓
練
を
行
っ
た

◇
肢
体
不
自
由
児
や
学
校
を

利
用
す
る
高
齢
者
な
ど
の
対
策

と
し
て
大
住
小
学
校
に
福
祉
仕

様
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し

た

福
祉
と
都
市
基
盤
整
備
の
充
実

２４２
億
円
の
使
い
み
ち

市民ニーズを的確に反映

水道事業

安
定
し
た
給
水
へ

薪
浄
水
場
に
府
営
水
の
受
水
施
設

営
懇
談
会
を
設
置
。
１３
年
度
は

４
回
（
１４
年
度
中
に
４
回
予
定
）

の
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

１３
年
度
末
の
給
水
人
口
は
、

５
万
６
千
９
３
８
人
（
１
万
６

千
６
０
５
件
）
で
前
年
度
と
比

べ
て
１
・
０
�
増
加
、
水
道
普

及
率
は
９９
・
３
�
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
年
間
総
配
水
量

は
７
４
４
万
１
千
４
１
５
立
方

�
（
▼
自
己
水
…
４
６
２
万
１

千
７
９
７
立
方
�
〈
６２
・
１
�

〉
▼
府
営
水
２
８
１
万
９
千
６

１
８
立
方
�
、
〈
３７
・
９
�
〉
）

で
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
０
・

３
�
減
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
収
益
は
、
１５
億
３

千
８
９
４
万
８
千
円
で
前
年
度

と
比
べ
、
２
千
２８
万
１
千
円

（
対
前
年
度
比
１
・
３
�
）
増
。

営
業
収
益
は
、
給
水
収
益
が

給
水
人
口
・
戸
数
が
増
え
た
も

の
の
使
用
水
量
の
減
っ
た
こ
と

か
ら
、
４
１
１
万
１
千
円
減
る

◇
民
俗
資
料
の
展
示
活
用
の

た
め
、
大
住
小
学
校
の
余
裕
教

室
を
利
用
し
て
郷
土
民
俗
室
を

設
置
し
た

◇
草
内
幼
稚
園
の
園
児
数
が

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
保
育
室

２
室
を
増
築
し
た

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

一
方
で
、
受
託
工
事
収
益
が
増

え
た
こ
と
で
、
４
１
１
万
９
千

円
（
同
０
・
４
�
）
増
加
し
ま

し
た
。

水
道
事
業
費
用
は
、
１５
億
３

千
７
３
０
万
６
千
円
で
、
前
年

度
と
比
べ
、
３
千
９
９
３
万
４

千
円
（
同
２
・
７
�
）
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

営
業
費
用
は
、
減
価
償
却
な

ど
の
増
加
に
よ
り
６
千
１８
万
３

千
円
（
同
４
・
８
�
）
増
え
、

１３
億
８
６
２
万
２
千
円
に
。
営

業
外
費
用
は
、
積
立
金
が
減
っ

た
こ
と
か
ら
、
２
千
８９
万
８
千

円
（
同
８
・
４
�
）
減
り
、
２

億
２
千
７
１
４
万
８
千
円
と
な

り
ま
し
た
。資

本
的
収
支
の
状

況
は
、
１２
年
度
の
繰

越
額
を
含
め
た
決
算

額
が
資
本
的
収
入
で

４
億
５
千
３
５
０
万

５
千
円
、
資
本
的
支

出
は
６
億
５
千
４
１

８
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
資
本
的
収

入
額
が
資
本
的
支
出

額
に
対
し
て
不
足
す

る
額
２
億
６７
万
９
千

円
は
、
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
で

補
て
ん
し
ま
し
た
。

久村市長から水道事業の経営内容について
説明を受ける懇談会委員のみなさん

平成14年3月に行われたＪＲ三山木駅新駅舎開業・
高架化完成のテープカット

多くの市民が参加して行われる一斉清掃
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市
は
、「
京
田
辺
市
男
女
共

同
参
画
計
画
―
新
か
が
や
き
プ

ラ
ン
―
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
で
は
、

そ
の
内
容
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
は
、
基
本
目
標
４

「
進
め
よ
う
、
生
活
の
場
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
を
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
基
本
目
標
の
中
に
は
３

つ
の
重
要
課
題
が
あ
り
ま
す
。

�
男
女
が
と
も
に
い
き
い
き

と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ

く
り男

女
が
年
齢
に
と
ら
わ
れ

ず
、
ま
た
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
安
心
と
生
き
が
い
を

も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
就
労

や
地
域
活
動
の
場
を
提
供
す
る

産
地
や
製
造
方
法
な
ど
の
情

報
に
関
心
を
持
ち
、
食
品
選
び

を
通
じ
、
正
し
い
表
示
が
さ
れ

る
土
壌
を
作
っ
て
い
く
た
め
消

費
者
も
情
報
収
集
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

食
品
問
題
へ
の
対
応
と
消
費

者
（
そ
の
２
）

食
品
品
質
表
示
の
あ
ら
ま
し

【
有
機
食
品
の
表
示
（
主
な

根
拠
法
律
…
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）】

な
ど
生
き
が
い
の
充
実
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
者
や
障

害
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
支

援
を
必
要
と
す
る
男
女
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

�
職
業
生
活
と
家
庭
・
地
域

生
活
の
両
立
支
援

働
く
男
女
が
と
も
に
職
業
生

活
と
家
庭
、
地
域
生
活
と
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の

両
立
を
可
能
に
す
る
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
就
業
条
件
の

整
備
や
育
児
・
介
護
を
担
う
男

女
労
働
者
が
働
き
続
け
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

�
家
庭
生
活
、
地
域
社
会
へ

の
男
女
参
画
の
促
進

と
も
に
輝

と
も
に
輝
い
て
い
て 
と
も
に
輝
い
て 

男
女
共
同
参
画
計
画
か
ら

男
女
共
同
参
画
計
画
か
ら 

男
女
共
同
参
画
計
画
か
ら 
シ
リ
ー
ズ
⑥ 

男
女
が
協
力
し
て
豊
か
な
家

庭
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
固
定

的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
を
変

革
す
る
と
と
も
に
、
男
性
の
家

族
的
責
任
意
識
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
ま
た
地
域
社
会
の
慣

習
・
慣
行
の
見
直
し
や
改
善
を

進
め
、
女
性
の
自
主
的
な
活
動

の
支
援
や
男
性
の
参
画
を
促
進

し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）　男女別の年齢階級別労働力率をみると、男性が20～50歳代を山とす 

る台形を描くのに対して、女性は30歳代前半を谷（Ｍ字）とするカーブ 
を描いています。これは、昭和40年代からみられるわが国の女性労働力 
率の特徴です。（資料：平成12年国勢調査） 

依然として残るＭ字カーブ（労働力） 
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シリーズ 

5

有
機
農
産
物
や
そ
の
加
工
食

品
に
つ
い
て
規
格
を
定
め
、
そ

の
規
格
に
適
合
す
る
か
ど
う
か

を
登
録
認
定
機
関
が
検
査
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

合
格
し
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク

を
付
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、

「
有
機
栽
培
」「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」

な
ど
の
表
示
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
表

示
（
主
な
根
拠
法

律：

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
、
食

品
衛
生
法
）】

大
豆
や
と
う
も
ろ

こ
し
な
ど
の
遺
伝
子

組
み
替
え
農
産
物
と

そ
の
加
工
食
品
の
表

示
は
、
上
図
の
よ
う

に
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。健

康
食
品
の
う
ち
、

国
が
設
定
し
た
規
格

基
準
な
ど
を
満
た
し

た
食
品
で
「
特
定
保

健
用
食
品
」
と
「
栄

養
機
能
食
品
」
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
を
含
む
食

品
（
卵
・
乳
・
小
麦
・
そ
ば
・

落
花
生
な
ど
）
に
は
、
原
材
料

表
示
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。「カ

ル
シ
ウ
ム
強
化
」「
カ
ロ

リ
ー
控
え
め
」
な
ど
の
表
示
は
、

「
栄
養
表
示
基
準
」
に
従
っ
て

成
分
の
含
有
量
を
表
示
し
て
い

ま
す
。

○
食
品
表
示
１
１
０
番

府
農
産
流
通
課
（
�
０
７

５
・
４
１
４
・
４
９
７
０
）
で

食
品
表
示
に
関
す
る
情
報
提
供

や
苦
情
な
ど
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ごみごみ ごみ 問合せ先＝環境衛生センター甘南備園（�62-4328） 

し尿し尿 し尿 問合せ先＝環境衛生センター緑泉園（�63-1748） 
◎年末年始の臨時収集は非常に混み合いますので、お早めに次の委託業者へ連絡
してください。 

12月27日�まで 平常どおりの収集 

平常どおりの収集 

休　　　　業 

◎収集しませんが、持ち込みご 
みは受け付けます。 
◎受け付け時間は、午前9時か 
ら午後2時までです。 

1月6日�から 

12月28日� 
　　29日� 

平常どおりの収集 
城南衛生�               �62-1865 
平安衛生開発�        �62-1732 
伏見清掃         �075-601-6714　　　　　

12月28日�まで 

12月30日� 
       31日� 

1月1日�～ 
　　　　5日� 

平常どおりの収集 

休　　　　業 

1月6日�から 

12月29日�～ 
　　1月5日� 

環境衛生センター甘南備園と同センター緑泉園は、年末年始の「ご
み・し尿」の収集を次のとおり行います。ご協力ください。 

委　　託　　業　　者 

◎12月28日�～1月5日�はごみの収集はあ
りません。 
◎12月30日�・31日�は、持ち込みごみを
受け付けます。受け付け時間は午前9時～
午後2時です。 
◎「燃やすごみ」「粗大ごみ」「空きカン」
「空きビン」「ペットボトル」「埋立ご
み」は分別して持ち込んでください。 
◎「トレイ」「紙パック」は12月28日�～
1月5日�、拠点回収箱に出さないでくだ
さい。 

休　　　　業 

＜表示例＞（不分別の大豆を原料としている場合） 
名　　称 　豆腐 
原材料名 　大豆（遺伝子組換え不分別）、塩化マ 
 　グネシウム、炭酸カルシウム、植物性 
 　油脂 
内 容 量  340� 
賞味期限 　14.12.1 
保存方法 　要冷蔵　10℃以下で保存 
製 造 者  ○○食品株式会社 
 　東京都○○市○○1-1-1
※遺伝子組換え食品とは、ある生物の細胞から、「除草剤の影響 
を受けない」「害虫に強い」など目的に合った遺伝子を取り出し、 
他の生物にいれることにより新しい性質を付与するという技術を 
用いて作られた食品です。 

食
品
表
示
に
関
心
を

情
報
収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う

市役所庁舎        12/28�～1/5� 
老人福祉センター常磐苑  12/27�～1/5� 
普賢寺児童館・田辺児童館・南山こどもセンター 12/29�～1/5� 
三山木福祉会館   12/28�～1/5� 
中央公民館        12/29�～1/4� 
中央図書館（北部・中部分室を含みます） 12/29�～1/4� 
北部住民センター・中部住民センター 12/29�～1/4� 
田辺中央体育館   12/28�～1/4� 
田辺公園（有料施設）   12/28�～1/4� 
田辺公園プール   12/28�～1/4� 
野外活動センター   12/28�～1/4� 

年末年始 お休みします 年末年始 お休みします 年末年始 お休みします 

宇
城
久
・
綴
喜
地
域
合
併
・

将
来
構
想
策
定
協
議
会
は
、

「
市
町
合
併
に
関
す
る
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
１１
月
２９
日

に
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
同
地
域
（
京

田
辺
・
宇
治
・
城
陽
・
八
幡
の

４
市
と
久
御
山
・
井
手
・
宇
治

田
原
の
３
町
）
の
合
併
に
つ
い

て
住
民
の
み
な
さ
ん
が
ど
の
よ

う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
実

態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
将

来
構
想
を
策
定
す
る
基
礎
デ
ー

タ
を
得
よ
う
と
行
わ
れ
た
も

の
。
満
２０
歳
以
上
の
人
を
無
作

為
に
７
０
０
０
人
選
ん
で
調
査

票
を
送
付
。
有
効
回
収
数
は
２

６
２
６
（
３７
・
５１
�
）
で
し
た

（
左
表
の
と
お
り
）。
な
お
、
本

市
の
配
布
数
は
９
６
６
で
回
収

率
は
３４
・
４７
�
で
し
た
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

組
み
合
わ
せ
は

「
７
市
町
が
」
ト
ッ
プ

調
査
項
目
は
、「
地
域
の
め

ざ
す
べ
き
将
来
像
」
や
「
合
併

問
題
に
関
す
る
情
報
」
な
ど
。

「
お
住
ま
い
の
市
町
が
合
併
す

る
場
合
、
ど
の
組
み
合
わ
せ
が

望
ま
し
い
か
」
と
の
問
い
で
は
、

約
５６
�
が
「
何
ら
か
の
組
み
合

わ
せ
パ
タ
ー
ン
で
必
要
」
と
答

え
、
組
み
合
わ
せ
の
ト
ッ
プ
は

「
７
市
町
で
」
が
２２
・
５
�
で

し
た
。「
八
幡
市
・
京
田
辺
市

以
外
で
」（
１７
・
７
�
）
が
そ

れ
に
続
き
、「
合
併
の
必
要
は

な
い
」
と
の
回
答
は
、
２４
・
３

�
あ
り
ま
し
た
。

合併の組み合わせは？（全体集計） 

7市町で合併 
22.5％ 

八幡市・京田辺 
市で　5.4％ 

7市町内で合併 
8.5％ 

地域外の 
市町と合併 
2.0％ 

必要ないと思う 
24.3％ 

わからない 
12.1％ 

不明　7.5％ 

7市町で合併 
22.5％ 

八幡市・京田辺市 
以外の5市町で 
17.7％ 

八幡市・京田辺市 
以外の5市町で 
17.7％ 

八幡市・京田辺 
市で　5.4％ 7市町内で合併 

パターン以外　8.5％ 

地域外の 
市町と合併 
2.0％ 

必要ないと思う 
24.3％ 

わからない 
12.1％ 

不明　7.5％ 
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2.1
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18.0

57

12

2

116

井 手 町  

宇治田原町 

京 田 辺 市  

-

調
　
　
査
　
　
数 

100.0不　　　明 

総　　　数 

 

宇 治 市  

八 幡 市  

-

城 陽 市  

久 御 山 町  

-

4.0

9.8
16
7.0
14

46

196

⑧
不
　
　
　
明 

69
7.5

8.7

15

-
1

50.0-

17

50.0

5.1

-

7.6

7.0
18

228

①
７
市
町
で
合
併 

100.0

100.0

213
100.0
237

- - -- -

100.0
795

468
100.0

1

333

2626

350
100.0

100.0

100.0

591

2

317
12.1
120

⑦
わ
か
ら
な
い 

-

15.1

②
八
幡
市
・
京
田
辺
市 

以
外
の
５
市
町
で 

③
八
幡
市
・
京
田
辺
市 

の
２
市
で 

⑤
合
併
パ
タ
ー
ン
①
〜
④
以 

外
（
地
域
外
の
市
町
と
合
併
） 

④
７
市
町
内
で
、
合
併 

パ
タ
ー
ン
①
〜
③
以
外
で 

⑥
必
要
な
い
と
思
う 

61

12
5.6

8.4
20

14.4

36
8.8
20

48

13.0

10.3

合併の組み合わせは？（市町別集計） 上段…選択数　下段…構成比 

アンケート調査まとまる アンケート調査まとまる アンケート調査まとまる 
宇城久・綴喜地域合併・将来構想策定協議会


